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日本のＥＣ（ＢｔｏＢ）

日本物流団体連合会

※経済産業省「電子商取引に関する市場調査」2020/7 2019年度

BtoBのEC化率は31.7％ BtoＣのEC化率は6.76％＞

BtoB（ＥＣ）の多くは
ＥＤＩ

商流 物流 金流
①受注・発注 → 運送依頼 入庫予定 等
②出荷・納品 → 出庫依頼 運送完了 等
③請求・支払 → 運賃（倉庫料金）請求・支払 等
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※ 金流 ZEDI（全銀EDIシステム）
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個別ＥＤＩと標準ＥＤＩ

日本物流団体連合会

Ａ業界標準
ＥＤＩ

Ａ業界標準
ＥＤＩ

Ａ業界標準
ＥＤＩ

Ａ業界標準
ＥＤＩ

Ａ業界標準
ＥＤＩ

Ｂ業界標準
ＥＤＩ

Ｃ業界標準
ＥＤＩ

物流標準
ＥＤＩ

Ｘ業界標準
ＥＤＩ

Ｙ業界標準
ＥＤＩＺ業界標準

ＥＤＩ

電子データ交換
Electronic Data Interchange

ＥＤＩ

広義：「企業間のオンラインデータ伝送全般」 （個別EDI）

狭義：「企業間の商談、取引のために必要なメッセージ（ＢＤ）を、広く合意された標

準的な規約に基づいて、通信回線を介してコンピュータ間で交換すること」
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個別ＥＤＩから標準ＥＤＩへ

日本物流団体連合会

標準ＥＤＩを採用すると
・各社との調整作業や調整期間が短縮できる。
・手順、データ項目等の誤解が減り、正確なデータ交換が実現できる。
・オープンな手順であるため、取引先の追加・変更が容易になる。

Ａ社から見て４社４通りの対応が必要 Ａ社から見て標準ＥＤＩの１通りの対応だけ

Ａ社

Ｇ社

Ｂ社

Ｃ社

Ｅ社

Ｆ社

Ｄ社 Ｈ社

Ａ社

Ｇ社

Ｂ社

Ｃ社

Ｅ社

Ｆ社

Ｄ社 Ｈ社

標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ

個別ＥＤＩ 標準ＥＤＩ
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ＥＤＩに必要な取決め

日本物流団体連合会

ＥＤＩ標準の４つの要件

Ａ社

EDI取引契約
取引に関する規約

運用ルール
業務運用に関する規約

シンタックスルール
標準メッセージ(BD),コード

情報表現方法の規約

通信手順
情報伝達方法の規約

Ｂ社
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ＥＤＩのゴール

日本物流団体連合会

業務プロセスの自動化・効率化

Ａ社

ＲＰＡ
生産計画情報
出荷計画情報
受発注処理

事前出荷通知(ASN）
運送依頼
出荷依頼

ラベル・RFID
在庫管理
受領処理
請求支払

Ｂ社

※ E-negotiation（ＡＩ）
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物流ビジネスプロセスと業務区分（ビジネスカテゴリ）

日本物流団体連合会

顧客サポート
／債権管理

物流品質管理
／債務管理

出荷・入荷
（倉庫）

出荷・入荷
（運送）

物流サービス
発注

発注者社内の
業務プロセス

受注者社内の
業務プロセス

取引先
　／サービス選定

物流計画設計
／開発

保管運送
・トラック
・鉄道
・船

・航空機

物流サービス
受注

販売計画
／推進

物流サービス設計
／開発

ａ．物流サービス
　　提示・探索

・サービス提示と
　確認
・サービスカタログ
　確認
・環境対策確認
・営業店変更
・料金変更

ｂ．基本契約
　　／見積り

・取引条件調整
・個別見積
・継続見積

ｃ．運送
　／基本サービス

・運送計画
・運送予約
・運送依頼
・送り状発行
・荷札発行
・集荷結果報告
・運送完了報告
・運送状況通知
・配送エリア
　　マスター

ｄ．運送
　／付加サービス

・貨物所在照会
・着荷調整
・返送

ｆ．倉庫サービス
　／付加サービス

・在庫照会
・在庫調整

ｇ．請求支払

・買掛売掛照合
・請求
・支払

ｅ．倉庫
　／基本サービス

・入出庫依頼
・入庫報告
・出庫報告
・在庫報告
・納品書発行
・名義変更
・流通加工依頼
・品名マスター
・荷届先マスター

企業間の
業務プロセス

荷主
物流子会社
利用運送事業者

実運送事業者
倉庫事業者

ビ
ジ
ネ
ス
カ
テ
ゴ
リ倉庫事業者預託モデル

（JEITA/ECALGA）
・入庫予定、入庫報告
・出荷指示、出庫実績
・預託在庫通知

ＲＰＡの対象領域
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ＥＤＩ標準

日本物流団体連合会

ＪＣＡ手順、全銀手順

ＶＡＮ・個別回線
通信手順の業界標準

データ交換を行うための通信手順（プロトコル）

ＣＩＩ標準

物流EDI標準｢JTRN」
EIAJ、JPCA、CINT、
JISI、etc

レガシーシステム ＤＸ対応

インターネット
ASP、SaaS、等

ＸＭＬ/ＥＤＩ標準

CIIベースXML/EDI標準
物流XML/EDI標準、
ECALGA、CEDI、ZEDI
流通BMS、等

全銀ＴＣＰ/ＩＰ手順
ＪＸ手順
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ＳＩＰ物流標準ガイドライン-ver.1.01-から抜粋（参考）

日本物流団体連合会

▨ 標準化の検討対象

▨ 重視する標準

・ 物流 XML/EDI 標準をベースに素案を作成
・ グローバルユニークとなるコード体系を適用

2021年11月
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物流XML/EDIメッセージ(ビジネスドキュメント 30ＢＤ）

日本物流団体連合会
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ＵＮ/CEFACT共通辞書(Core Component Library）

日本物流団体連合会

2021年A版 Core Component Library CCL21Aー日本語版（抜粋）
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※ ＳＩＰ：サプライチェーン情報基盤研究会ホームページから作成
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運送業務モデル

標準的な取引業務フロー。情報と物の流れ

運送事業者

荷送人

出荷場所

運賃請求先
（運賃支払者）

荷受人

荷届先

荷主（受注者） 荷主（発注者）

集荷 配達

運送依頼

集荷

運送状況

運送完了報告

運賃請求

運賃支払

受領

（注文情報）

日本物流団体連合会
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倉庫業務モデル

倉庫事業者

寄託者

出荷場所

倉庫料金請求先
（倉庫料金支払者）

荷受人

荷届先

荷主（受注者） 荷主（発注者）

配達

出荷依頼

入庫予定

倉庫料金請求

出庫報告

入庫報告

倉庫料金支払

荷送人 運
送
事
業
者

集荷

保管場所

在庫報告

荷送人

出荷場所 荷届先集荷

運
送
事
業
者

配達

荷受人

（注文情報）

倉庫事業者

日本物流団体連合会

標準的な取引業務フロー。情報と物の流れ
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コード

日本物流団体連合会

ＣＩＩ標準企業コード ※

ＧＳ１事業者コード

共通データコード
業界ＥＤＩ標準ごとに定義
場所：郵便番号等
共通辞書
(CCL Core Component Library)

ＧＴＩＮ（ＪＡＮ）コード

ＩＴＦコード ※
物流識別コード（梱包単位）

商品識別コード

※
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情物一致（おまけ）

日本物流団体連合会

荷送人

Ｗｅｂ

荷受人

伝票とラベルによる目視照合

荷送人 荷受人

ラベル

送り状

ラベル

荷物の移動経路

伝票の移動経路

荷物の移動経路

目視照合

送り状

送り状

目視照合

ＥＤＩの伝達経路

ラベル ラベル

自動照合

バーコード
２Ｄシンボル
ＲＦＩＤ

バーコード
２Ｄシンボル
ＲＦＩＤ

ＥＤＩとＡＩＤＣによる自動照合

自動照合

送り状は荷物と一緒に運ばれる 荷物情報はＥＤＩで事前に伝送される

物流業務の効率化には、情報と貨物を一致させる情物一致が必要である。
伝票による目視照合から、バーコード．ＲＦＩＤ等による自動照合に変わってきている。

Automatic Identification & Data Capture
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取引情報

荷
扱
情
報

運
行
情
報

運
行
情
報

荷
扱
情
報

取引層

作業層

輸配送層 輸送

物流ＥＤＩ

物流ラベル

GPS
運行管理等

情物一致

物流情報化対象は、取引層、作業層、輸配送層の３層に分けられる。

物流情報化の階層（おまけ）

日本物流団体連合会

ＡＩによるリアルタイム最適経路
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国際物流(輸出入)での情報と物の流れ（おまけ）
輸出物流プロセスの例 （輸入物流プロセスはこの逆）

輸出者
海貨業者
通関業者 船社 ターミナル

オペレータ陸運業者

税関
輸入者

ＥＤＩ

ＥＤＩ

ＥＤＩ

ＥＤＩ

ＥＤＩ

出荷場所

出荷場所

出荷場所

FCL貨物

船舶コンテナヤード

(CY)

物流空間

主要業務

主体者

指示者

バンニング
出荷

LCL貨物

保税蔵置場

保税運送

コンテナフレートステーション
（CFS）

LCL貨物

陸上輸送１ バンニング 陸上輸送２ バンニング 港湾荷役 海上輸送

トラック

トラック

トラック

トラック

出荷者

輸出者

陸運業者 陸運業者混載業者
混載業者

（ＮＶＯＣＣ）

港湾運送
事業者

船長

船会社
ターミナル

オペレータ
海貨業者

ＥＤＩ

ＥＤＩ

日本物流団体連合会
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物流業界の課題

日本物流団体連合会

１．少子高齢化

２．労働者不足

３．２０２４年
ＩＳＤＮ終了 法令改正の適用

４．２０２５年の崖
ＤＸの遅れ
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おわり

日本物流団体連合会／物流ＥＤＩセンター

日本物流団体連合会
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